
35514　植調　Vol.54, No.12　(2021)

収穫する。その後，自然低温に遭遇さ
せ，2 ～ 3 月に再び保温することによ
り，4 ～ 5 月に 2 回目の収穫を迎える
ことができる。高温期の栽培のため，
果重や品質が低下しやすく，高冷地に
適した作型である。促成栽培の収穫期
が前進し，また四季成り性品種を利用
した夏秋どり栽培が普及するに伴っ
て，抑制栽培の優位性が薄れ，栽培面
積が減少して現在ではほとんど見られ
なくなっている。

5) 普通栽培（露地栽培）

施設栽培の発達で，現在は非常に少
なくなっている。露地栽培では前年秋
に花芽分化しても，気温が低下して休
眠にブロックされ，また休眠から覚め
ても，自然温度が十分に上昇するまで
花芽が発達しない。そのため，温暖
地の場合，開花期は 4 月，収穫期は 5
～ 6 月となり，寒冷地ではそれぞれ 5
月，6 ～ 7 月となってしまう。さらに
は，越冬中に十分（過剰）な低温に遭
うため，休眠から完全に覚醒し，春の
長日・温暖によってランナーが早く発
生し始め，収穫期が 1 カ月と短く収
量も上がらない。

6) 夏秋どり栽培

四季成り性品種を利用して，夏秋季
に収穫する作型で，夏季冷涼な高冷地
や寒冷地で栽培が行われている。イチ
ゴの生産量の少ない夏秋期の出荷が可
能である。一般に春植え栽培が多く，

前年の 10 月までに採苗し，苗床また
は冷蔵庫で越冬させた苗を 3 月下旬
～ 4 月下旬に定植し，6 ～ 11 月に収
穫する。前年の秋に分化した花房は草
勢維持のためすべて摘除し，春以降に
分化した花房を長期収穫する。秋植え
栽培は前年秋に苗を定植し，越冬させ
た株で翌春から長期間収穫する作型で
あるが，冬期間に十分な低温に遭遇し
休眠から覚醒しているため，春に草勢
が強く草勢維持が難しく，夏秋期の果
実品質が劣る。

おわりに

現在，わが国のイチゴの作型は，促
成栽培と夏秋どり栽培の 2 つに集約
されつつある。品種は生態的特性から，
秋の後半から春まで収穫する促成栽培
では一季成り性品種，初夏から秋の前
半まで収穫する夏秋どり栽培では四季
成り性品種が利用されている。しかし
ながら，作型は今後の品種や栽培技術
の開発によって変化するものと考えら
れる。イチゴは栄養繁殖性で一般にラ
ンナー（子株）で増殖するが，近年，
育苗の省力化と四季成り性の特性を利
用した日長処理による花成制御が可能
な種子繁殖型品種「よつぼし」（森ら
2015）が育成され，暖地・温暖地で
の促成栽培，寒・高冷地での夏秋どり
栽培において安定生産技術が開発され
普及しつつある。今後，品種開発では，
低温処理ではなく日長処理による花成

制御が可能な四季成り性を有する促成
栽培用品種の育成が期待される。また，
作型開発では，高生産性苗の効率的生
産技術と周年供給技術の開発による短
期作型を組み合わせた周年安定生産技
術の確立が望まれる。
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　E r ag r o s ti s  j ap o n i c a (Thunb.) Trin.　イネ科スズメガヤ属
　植調岡山研究センターでは，現地圃場で発生したイネ科雑草（図
-1）の草種同定と防除についての問い合わせを 2018 年 9 月に受
けた。各種図鑑などから「コゴメカゼクサ」であることを確認し，
その後，現地（岡山県浅口市金光町）での調査，および生育と防
除に関する予備試験（雨よけハウス内での小規模ポット試験）を
行った。なお，本報告の一部は日本雑草学会第 59 回大会におい
て発表した（赤澤ら 2020）。草種同定および情報収集を行うに
当たり，浅井元朗氏（農研機構東北農業研究センター），森田弘
彦氏（植調協会事業推進委員），與語靖洋氏（植調協会技術顧問）
には格段のご協力をいただきました。この場をお借りして御礼を
申し上げます。
■分布
　日本のレッドデータ検索システムによると，関東～近畿中国四
国地域の 2 府 14 県で絶滅種～準絶滅危惧種に指定されている。
環境省レッドリスト 2020 には掲載がないが，岡山県版レッドデー
タブック 2020 では準絶滅危惧種とされている。岡山大学農業生
物研究所の標本目録には岡山県の他に香川，愛媛，種子島，韓国
での採取が記録されており，また農業環境技術研究所の標本目録
には広島での採取が記録されている。
■形態
　水稲の出穂期頃に鮮やかな紅紫色の穂を出し，草丈は最大
120cm 程度で水稲よりも高くなる（図 -2A）。穂長は最大 50cm
程度で，多くの小穂が密生する（図 -2B）。水稲の成熟期頃にな
ると大きく倒伏する（図 -2C）ため，密生している場合には収穫
作業に支障が生じる。
　発生初期の形態的特徴として，第 1 葉目は葉先に丸みがあって
やや横方向に波打って伸長し，第 2 葉目はやや舟形となることを
確認した（図 -2D）。これらの特徴は乾田直播圃場でよく発生す
るノビエやアゼガヤとは異なるため，発生初期での草種識別は可
能であると考えられる。
■雑草としての情報
　アジアやアフリカの原産で牧草として利用されていたもの
が，アメリカ等に導入されて雑草化したとされている（Julissa 
2019）。日本国内では「畦畔など，湿った土地に生育する。本州
では希少だが，南日本では普通。」とされており（浅井 2015）, 京
都府（坂東ら 2001）と，熊本県（正元・甲斐 1995；楠本・正元
2004）で報告事例がある。

■発生環境
　岡山県浅口市金光町の耕作農家に
よると，「当該水田は乾田直播栽培を
約 50 年継続しており，漏水が大きく
湛水の安定維持が困難になっている。
コゴメカゼクサは 5 年程前から発生
が目立つようになった。」とのことで
あった。同農家が耕作している水田 4
筆（同一地区内，不耕起乾田直播栽培）
全てで発生がみられたが，隣接およ
び周辺の水田（全て移植栽培）での

発生は確認できなかった。また，用水源の溜池周辺および当該圃
場までの水路周辺も探索したが，発生は確認できなかった。
■防除法
　予備試験では，土中の種子からは出芽しにくく，湛水状態では出
芽および生育が大きく抑制された。不耕起乾田直播栽培を長年行っ
て湛水維持が困難な圃場で発生したこと，隣接含め周辺の移植栽培
圃場では発生がみられなかったことから，代かき実施と湛水維持が
耕種的防除のポイントであると考えられる。
　薬剤による防除については，フェノキシ系除草剤ハロキシホッ
プによる効果が高いという報告がある（V. Pratap Singh et al．
2010）。今後，乾田直播における実証試験が必要である。
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コゴメカゼクサ
岡山県南部の水稲乾田直播栽培圃場で発生した
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図 -1　同定を依頼されたイネ科雑草の穂 

図 -2　コゴメカゼクサ
 A. 発生圃場（2018年 9月 23日）
 B. 小穂が密生した穂（2018年 9月 23日）
 C. 水稲成熟期頃の圃場（2018年 10月 14日）
 D. 発生初期（2019年 5月 15日）
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